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学校長 杉本賢二

校 訓 「和の心」
学校教育目標 「社会に貢献しながら自立する生徒の育成」－気づき・考え・実行する－
校内研究主題 「WEBQUを活用し学級の安定と活性化を図る」

学校教育重点目標 「 居心地良く、やる気のある学級づくり 」・「 豊かな心の育成 」

修学旅行の学びを学校生活に生かす

３月１７日（金）は小学校の卒業式です。６年生が最後のお別れの会を多目的室で本日行いま
した。その壁に「卒業おめでとう！中学校で待ってます！」の掲示を昨日１・２年生が協働して作
成してくれました。きっと、６年生も喜んでくれたと思います。
実は３月９日（木）の中学校の卒業式の日に、小学校生が窓ガラスに「中学生 卒業おめでと

う」とお祝いの言葉を掲示してくれました。そのお礼に、中学生も昨日お祝いのことばを自分たち
で贈ろうということを話し合い作成しました。

「人間には弱さもありますが、それを乗り越えて生きる強さや気高さもあることを信じて、人間とし
てより良く生きる」ことを実践してくれました。すばらしい小中連携だと思います。

小学生が卒業生に贈ってくれた掲示 → 中学１・２年生が作成した小学校の卒業生への掲示

「身近な平和を創る」ことを誓う平和集会での決意を実践する→ 話し合い・平和公園でゴミ拾い



学校教育重点目標 「豊かな心の育成」

星野佑芽先生、１年間ありがとうございました
ゆ め

４月から指導していただいていた、
「星野佑芽」先生が３月１７日で退職さ
れます。
村単で採用されましたが、途中から

青柳先生の代替教員として勤務してい
ただきました。その関係で２４日の人事
異動の発表前に退職になります。

※２４日の離任式には参加して頂けま
す。

星野先生は、２年生の学年職員や
特別支援教育の担当、社会科担当、
バドミントン部の指導、そして最後は、
修学旅行の引率もしていただきまし
た。

さらに、星野先生が県の職員として
代替をして頂いたお陰で、３名の数学の先生方を村単として迎え入れ、本校の教育に大きな支障
なく１年を終わることができます。学校として、本当にお世話になりました。
星野先生、本当にありがとうございました。今後も生徒のためにご活躍下さい。

卒業生の文集（卒業式の式辞の一部）

マラソン大会では、今まで賞を取ることが出来なかった。しかし、佑芽先
生や家族の応援で、最後まで自分のペースで一生懸命走りきり、賞を取
ることができた。

星野佑芽先生より、道志中学校のみなさんへ
ゆ め

教員として初めて道志中学校に赴任して、教員として関わることがとても不安で

したが、温かく受け入れてもらいとても充実した学校生活を送ることができました。

道志中学校は、生徒との距離が近くて全ての学年と話すことができたことは貴

重な経験となりました。教員になって良かったと思える1年間でした。

これからも温かくて優しいみなさんでいてください。1年間という短い間たくさん

の笑顔と学びをありがとうございました。



３月は自殺対策強化月間です

文部科学省の小中高校生の自殺に関するデータによると、昨年度の自殺者数は過去最高の
「５１２人」です。原因別では、「学業不振」・「進路の悩み」・「友人との不和」・「親子関係の不和」
が主な原因です。生きていく限り、悩みは必ずあります。その悩みを誰かと相談しながら、改善・解
決していきましょう。

２４時間子供SOSダイヤル ０１２０－０－７８３１０（なやみいおう）



いじめや不登校も含め、生徒の悩みに速やかにそして、適切に応じるために連携して取り組み
ましょう。気になることがあったら、学校にも相談して下さい。各家庭での親子の会話も大事にして
下さい。よろしくお願い致します。


